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IFRSの任意適用企業数の推移（上場企業）
（備考）2018年は1⽉から６⽉末までの合計値
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（出所）日本取引所グループhttps://www.jpx.co.jp/listing/others/ifrs/index.html
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IFRS任意適用企業の業種別数（上場企業）
（備考）2017年末までの145社を分類した。
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（出所）日本取引所グループhttps://www.jpx.co.jp/listing/others/ifrs/index.html
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IFRS採用企業が増加する理由

１．日系企業の事業活がグローバル化が進んでい
る。
２．海外の企業とのM＆Aを⾼率的に進めることが

できる。
３．財務諸表が海外企業と⽐較し易くなるためグ

ローバルな視点で資⾦調達が有利になる。
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M＆A会計基準の⽐較
項目 日本基準 IFRS 米国基準

結合の方法 パーチェス法 パーチェス法 買収法（実質的にパー
チェス法と同じ）

のれんの処理方法

正ののれんは、２０年
以内で規則的に償却し、
販売費および一般管理
費として処理
負ののれんは、発生し
た年度に特別利益に一
括計上

規則的償却を⾏わない
（減損処理しない限り
残存する）

規則的償却を⾏わない
（減損処理しない限り
残存する）

のれんの減損処理 減損対象 減損対象 減損処理

のれんに関する
減損損失の戻しいれ 認められる 認められない 認められる
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企業名 決算期 連結基準 のれん 自己資本 のれん/自己資本
ソフトバンク 2017年03⽉ IFRS 41,755 37,058 １１３％

JT 2016年12⽉ IFRS 16,020 16,619 ９６％

電通 2016年12⽉ IFRS 7,187 8,572 ８４％

サントリＢＦ 2016年12⽉ IFRS 4,073 5,522 ７４％

武田 2017年03⽉ IFRS 10,227 15,289 ６７％

楽天 2016年12⽉ IFRS 3,584 5,957 ６０％
NTTデータ 2017年03⽉ 日本基準 3,153 7,987 ３９％

日⽴ 2017年03⽉ IFRS 5,272 14,972 ３５％

キャノン 2016年12⽉ 米国基準 9,364 27,831 ３４％

のれん計上額の⽐率が⾼い企業

（注記）2016年度決算の企業（⾦融機関、債務超過の企業を除く）における連結貸借対照表により算出。

（単位︓億円）
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IFRSののれんの特徴
１．のれん代の定期償却をしないため、景気が悪

化し買収事業の採算が悪化した場合は、多額
の減損処理を迫られる可能性がある。

（例として、東芝のウエスチングハウスの買収
でののれん代等）
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進捗度の⾒積に関する検討
１．進捗度の⾒積方法

インプット法とアウトプット法

方 法 方法の説明 測定例

インプット法

履⾏義務の充⾜のために会社が
会社の労⼒⼜はインプットが当該
履⾏義務の充⾜のために予想され
るインプット合計に占める割合に
基づいて収益を計上する方法

・原価⽐例法（発生コスト）
・費消した資源
・発生した労働時間
・経過時間

アウトプット法

現在までに移転した財⼜はサー
ビスの顧客にとっての価値を直接
的に測定し、契約で約束した残り
の財⼜は残りのサービスとの⽐率
に基づいて収益を計上する方法

・生産単位数
・引渡単位数
・経過期間
・現在までに完了した履⾏調査8
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アウトプット法について

⼯事進捗状況及び決算日における⼯事進捗度を⽐較す
ることで、決算日における⼯事進捗度が正常か否かを
検討することができると考えられる。

縦軸 ⼯事内容
実⾏予算額
出来⾼割合

横軸 ⼯期割合

アーンドバリュー
マネジメントにより測定精度
の向上を図る 10
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凡例
ＥＡＣ︓完了時コスト
ＢＡＣ︓完了時予算
ＥＶ ︓出来⾼

ＥＶＭ概念図



まとめ
１．IFRSの任意適用企業数は増加の傾向を示している。
２．電気機器、医薬品に関係する企業の割合が多く

スーパーゼネコンは全て日本基準である。
３．IFRS適用企業は、M＆Aを効率よく進めようとする

企業が多い。
４．多額の減損処理が必要になった場合財務状況は急

激に悪化する。
５．適用するに当たっては、インプット法及びアウト

プット法の両方を用い適切な処理が必要である。12
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